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は
じ
め
に

近
年
、
中
国
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
日
中
戦
争
を
描
く
大
作
映
画

で
は
、「
南
京
事
件
」
と
い
う
戦
争
の
記
憶
が
繰
り
返
し
語
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、『
南
京
！
南
京
！
』（
陸
川
監
督
、
二
〇
〇
九
）
と

『
金
陵
十
三
釵
』（
張
芸
謀
監
督
、
二
〇
一
一
）
の
二
作
は
、
物
語
前

半
に
お
い
て
早
々
に
中
国
人
の
男
性
英
雄
が
戦
死
し
、
そ
の
た
め
物

語
後
半
で
は
中
国
人
女
性
が
救
済
者
の
役
割
を
担
う
、
と
い
う
共
通

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
賀
桂
梅 

二
〇
一
二
）。

二
作
の
描
く
日
中
戦
争
の
記
憶
に
は
、
い
ず
れ
も
女
性
の
叙
事
が

男
性
英
雄
の
叙
事
に
代
替
す
る
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
映

画
の
中
で
、
西
洋
人
の
庇
護
下
に
お
か
れ
た
空
間
に
侵
略
す
る
日
本

兵
に
立
ち
向
か
う
の
は
、
中
国
人
男
性
英
雄
で
は
な
い
。
南
京
に
取

り
残
さ
れ
た
人
々
、
と
り
わ
け
少
女
を
守
る
救
済
者
の
役
割
は
、
日

本
軍
に
身
を
挺
す
る
妓
女
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

現
代
の
中
国
に
お
い
て
、
戦
争
の
記
憶
が
不
在
の
男
性
主
体
の
叙

事
と
し
て
語
ら
れ
、
そ
の
一
方
で
、
妓
女
が
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
化
身
と

し
て
描
か
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
こ
た
え
る

た
め
に
は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
中
国
に
お
い
て
繰
り
返
し
語
ら
れ
て

き
た
、「
建
国
神
話
」
と
し
て
の
革
命
叙
事
と
、
そ
こ
に
描
か
れ
る

女
性
像
に
つ
い
て
再
考
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
一

九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
中
国
共
産
党
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
舞
台
芸
術
作
品
「
革
命
模
範
劇
」

（
中
国
語
で
「
様
板
戯
」）
を
取
り
上
げ
る
。
革
命
模
範
劇
の
多
く

は
、
日
中
戦
争
も
し
く
は
国
民
党
対
共
産
党
の
内
戦
を
背
景
に
、
共

産
党
員
の
男
性
英
雄
の
活
躍
を
描
く
。
以
下
、
革
命
模
範
劇
に
見
ら

特
集
１ 

紅
い
戦
争
の
記
憶

―
旧
ソ
連
・
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
を
比
較
す
る

革
命
叙
事
と
女
性
兵
士

―
―
中
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
芸
術
に
お
け
る
戦
闘
す
る
女
性
像

田
村
容
子
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れ
る
女
性
像
と
そ
の
身
体
の
喚
起
す
る
想
像
が
、
い
か
に
し
て
戦
争

の
記
憶
を
語
り
、
革
命
叙
事
と
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
を
見
て
ゆ
き

た
い
。Ⅰ

革
命
模
範
劇
に
お
け
る
女
性
像

１
中
国
共
産
党
に
よ
る
京
劇
改
革

　

ま
ず
、
革
命
模
範
劇
が
作
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
簡
単
に
流

れ
を
ふ
り
返
っ
て
お
く
（
牧
・
松
浦
・
川
田 
二
〇
〇
〇
：
一
五
九
―

一
九
五 ; 

傅
謹 

二
〇
〇
二 ; 

師
永
剛
・
張
凡 

二
〇
〇
九 ; 
李
松 

二
〇

一
一
ａ ; 

二
〇
一
二
）。

二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
、
西
洋
体
験
を
持
つ
中
国
知
識
人
に
よ
っ
て

京
劇＊

１

改
良
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
が
、
日
中
戦
争
期
に
、
京
劇
は
「
大

衆
」
向
け
抗
日
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
機
能
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
一
九
四
二
年
、「
延
安
文
芸
座
談
会
」
に
お
い
て
毛
沢
東
が

後
に
『
文
芸
講
話
』
と
題
さ
れ
る
方
針
を
提
出
し
（
一
九
四
三
年
一

〇
月
一
九
日
『
解
放
日
報
』
に
掲
載
）、「
わ
れ
わ
れ
の
文
芸
が
、
基

本
的
に
は
労
働
者
・
農
民
・
兵
士
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
」（
毛
沢

東 

一
九
五
六
：
二
九
）
と
共
産
主
義
下
の
文
芸
の
方
向
性
を
指
し
示

す
。
一
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
と
、
京
劇
を
中

国
共
産
党
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
芸
術
に
改
革
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
加

速
す
る
。

一
九
五
八
年
、「
大
躍
進＊

２

」
政
策
の
始
ま
っ
た
年
の
六
月
か
ら
七

月
に
か
け
て
は
、
現
代
生
活
を
題
材
と
す
る
伝
統
演
劇
の
創
作
が
活

発
化
し
、
京
劇
の
現
代
物
で
あ
る
『
白
毛
女
』
な
ど
が
好
評
を
博

す
。
し
か
し
、
大
躍
進
の
失
敗
の
後
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
京
劇
は

「
現
代
物
、
伝
統
演
目
、
新
編
歴
史
劇
」
の
三
つ
の
路
線
を
推
進
す

る
「
三
并
挙
」
に
方
向
転
換
し
た
。
大
躍
進
失
敗
に
よ
り
自
己
批
判

を
せ
ま
ら
れ
た
毛
沢
東
は
、
一
九
六
三
年
よ
り
演
劇
改
革
を
強
く
主

張
し
、
自
ら
の
復
権
を
は
か
ろ
う
と
す
る
。

一
九
六
四
年
、
北
京
で
「
全
国
京
劇
現
代
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開

催
さ
れ
る
と
、
革
命
模
範
劇
の
原
型
と
な
る
作
品
が
上
演
さ
れ
、
京

劇
の
現
代
物
の
芸
術
性
を
確
立
し
た
と
演
劇
関
係
者
か
ら
も
評
価
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
度
重
な
る
改
編
が
加
え
ら

れ
、
革
命
模
範
劇
と
し
て
作
り
か
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

２
革
命
模
範
劇
の
誕
生

革
命
模
範
劇
と
「
文
化
大
革
命
」（
略
称
「
文
革＊

３
」）
は
、
切
り
離

せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
一
九
六
六
年
に
文
革
が
始
ま
る
と
、
翌
六
七

年
に
は
『
文
芸
講
話
』
発
表
二
五
周
年
を
記
念
し
て
北
京
で
以
下
の

八
作
品
が
合
同
上
演
さ
れ
、
こ
の
と
き
に
正
式
に
「
様
板
戯
」
と
命

名
さ
れ
た
。
な
お
、
中
国
語
で
「
様
板
」
と
は
「
模
範
」
の
意
で
あ

る
。
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革
命
現
代
京
劇
『
智
取
威
虎
山
』『
紅
灯
記
』『
沙
家
浜
』『
海
港
』

『
奇
襲
白
虎
団
』

革
命
現
代
バ
レ
エ
『
紅
色
娘
子
軍
』『
白
毛
女
』

革
命
交
響
音
楽
『
沙
家
浜
』

「
八
つ
の
模
範
劇＊

４

」
と
も
呼
ば
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
映
画
化

さ
れ
、
第
二
次
模
範
劇＊

５

と
と
も
に
、
文
革
期
に
中
国
全
土
で
繰
り
返

し
上
映
さ
れ
た
。
ま
た
、
革
命
模
範
劇
は
プ
ロ
の
俳
優
の
み
な
ら

ず
、
地
方
の
文
芸
工
作
隊
や
農
村
、
学
校
な
ど
で
ア
マ
チ
ュ
ア
俳
優

に
よ
っ
て
も
演
じ
ら
れ
た＊

６

。

映
画
化
さ
れ
た
革
命
模
範
劇
の
特
徴
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
。

①
中
国
共
産
党
の
軍
あ
る
い
は
軍
と
連
絡
を
取
る
地
下
党
員
が
活

躍
す
る
。

②
敵
（
日
本
軍
、
国
民
党
、
地
主
、
軍
閥
な
ど
）
に
よ
る
苦
し
み

を
訴
え
、
敵
と
の
闘
争
と
勝
利
に
よ
っ
て
共
産
党
政
権
の
正
統

性
を
示
す
。

③
善
玉
と
悪
玉
の
区
別
を
類
型
的
に
示
す
。

①
に
つ
い
て
は
、
地
下
党
員
の
活
躍
を
描
く
革
命
模
範
劇
は
プ

ロ
ッ
ト
に
ス
パ
イ
物
の
要
素
を
持
ち
、
地
下
党
員
が
工
員
な
ど
に
身

を
や
つ
し
て
い
る
設
定
が
非
常
に
多
い
。
こ
れ
は
プ
ロ
ッ
ト
の
起
伏

を
構
成
す
る
要
素
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

②
は
日
中
戦
争
・
国
共
内
戦
の
記
憶
を
「
建
国
神
話
」
化
す
る
た

め
の
手
続
き
で
あ
り
、
敵
が
強
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
叙
事
の
主

体
で
あ
る
英
雄
が
勝
利
し
た
際
の
カ
タ
ル
シ
ス
は
大
き
く
な
る
（
杉

山 

二
〇
〇
四
：
三
三
四
）。

③
は
革
命
模
範
劇
の
前
身
に
あ
た
る
京
劇
の
役
柄
類
型＊

７

を
応
用
し

た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
六
八
年
よ
り
提
唱
さ
れ
た
「
三

突
出
」
理
論＊

８
（
あ
ら
ゆ
る
人
物
の
中
で
正
面
人
物
を
、
正
面
人
物
の

中
で
も
重
要
な
英
雄
人
物
を
、
重
要
人
物
の
中
で
も
も
っ
と
も
重
要
な

中
心
人
物
を
突
出
さ
せ
る
）
は
、
英
雄
人
物
を
教
条
的
に
描
く
手
法

と
い
え
、
た
と
え
ば
一
九
七
四
年
に
映
画
化
さ
れ
た
『
平
原
作
戦
』

で
は
男
性
英
雄
が
複
数
登
場
し
、
そ
の
序
列
化
さ
れ
た
構
造
が
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。

３
革
命
模
範
劇
に
お
け
る
女
性
像

次
に
、
革
命
模
範
劇
に
描
か
れ
る
女
性
像
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た

い
。
ま
ず
は
、
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
女
性
像
を
ま
と
め
て
お
く

（
牧
・
松
浦
・
川
田 

二
〇
〇
〇
：
一
八
四 ; 

傅
謹 

二
〇
〇
二
：
一
四
一
）。

①
英
雄
は
ほ
ぼ
単
身
者
と
し
て
描
か
れ
、
男
女
の
愛
情
や
両
性
の

交
流
、
平
等
な
両
性
関
係
は
存
在
し
な
い
。

②
女
性
の
英
雄
は
そ
の
成
長
過
程
に
お
い
て
次
第
に
女
性
的
特
徴

を
薄
め
、
男
性
英
雄
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
価
値
観
に
同
一
化
す

る
。

③
女
性
性
を
備
え
た
人
物
は
革
命
の
従
属
的
立
場
に
立
つ
こ
と
し

か
許
さ
れ
ず
、
共
産
党
に
指
導
さ
れ
る
側
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
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て
、
女
性
的
特
徴
を
描
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
革
命
模
範
劇
の
女
性
像
も
ま
た
、
京
劇
の
役

柄
類
型
を
部
分
的
に
引
き
継
い
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
歌
唱
の
演
技

を
中
心
と
し
、
主
役
級
の
女
性
を
演
じ
る
役
柄
「
青
衣
」
の
演
技
術

を
身
に
つ
け
た
女
優
は
、
模
範
劇
に
お
い
て
も
主
役
級
の
女
性
を
演

じ
る
。
同
じ
く
歌
唱
の
演
技
を
中
心
と
す
る
「
老
旦
」（
老
女
役
）

は
、
歌
声
の
力
強
さ
が
観
客
に
訴
え
る
効
果
を
持
つ
た
め
、
そ
の
演

技
術
は
敵
に
屈
し
な
い
老
女
の
役
柄
に
応
用
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
革
命
模
範
劇
の
人
物
像
や
演
技
術
は
、
一
八
世
紀
末

か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
京
劇
の
コ
ー
ド
の
換
骨
奪
胎

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行
研
究
に
述
べ
ら

れ
る
よ
う
な
「
女
性
性
」
と
は
、
革
命
模
範
劇
に
お
い
て
は
髪
型
に

よ
っ
て
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
役
柄
類
型
は
以
下
の
よ
う
に

分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る＊

９

。

Ａ
、
長
髪
（
お
さ
げ
）
＝
少
女
（
未
婚
）：『
智
取
威
虎
山
』〔
小

常
宝
〕、『
紅
灯
記
』〔
李
鉄
梅
、
一
七
〕、『
紅
色
娘
子
軍
』〔
呉
清

華
、
一
八
〕、『
白
毛
女
』〔
喜
児
〕、『
平
原
作
戦
』〔
小
英
、
一

八
〕、『
草
原
児
女
』〔
斯
琴
〕（
図
１
、
左
）

Ｂ
、
短
髪
（
お
か
っ
ぱ
）
＝
革
命
戦
士
（
寡
婦
）：『
紅
色
娘
子

軍
』〔
連
隊
長
・
呉
清
華
〕、『
海
港
』〔
方
海
珍
〕、『
龍
江
頌
』

〔
江
水
英
〕、『
杜
鵑
山
』〔
柯
湘
、
三
〇
〕（
図
２
）

図1　A・D『紅灯記』左：李鉄梅、右：李奶奶
（出所）張雅心 2009：72

図2　B『紅色娘子軍』連隊長と呉清華
（出所）張雅心 2009：202
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Ｃ
、
長
髪
（
お
だ
ん
ご
）
＝
妻
（
夫
不
在
）：『
沙
家
浜
』〔
阿
慶

嫂
〕、『
沂
蒙
頌
』〔
英
嫂
〕、『
紅
雲
崗
』〔
英
嫂＊

10

〕（
図
３
）

Ｄ
、
長
髪
（
し
ら
が
）
＝
老
婆
（
既
婚
）：『
紅
灯
記
』〔
李
奶
奶
〕、

『
沙
家
浜
』〔
沙
奶
奶
〕、『
奇
襲
白
虎
団
』〔
崔
大
娘
〕、『
平
原
作

戦
』〔
張
大
娘
、
五
〇
余
〕、『
磐
石
湾
』〔
曾
阿
婆
〕（
図
１
、
右
）

＊
〔　

〕
内
は
登
場
人
物
名
、
漢
数
字
は
年
齢
設
定
、
傍
線
は
寡

婦
、
明
朝
体
は
第
二
次
模
範
劇
を
示
す
。

革
命
模
範
劇
に
お
い
て
、
髪
型
、
と
り
わ
け
黒
髪
の
割
合
は
、
女

性
性
を
示
す
重
要
な
コ
ー
ド
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
模
範
劇
に
先
駆

け
て
作
ら
れ
、
一
九
四
五
年
か
ら
文
革
期
に
か
け
て
歌
劇
、
映
画
、

革
命
現
代
バ
レ
エ
へ
と
形
を
変
え
た
『
白
毛
女
』
で
は
、
地
主
に
凌

辱
さ
れ
、
山
中
へ
逃
げ
込
ん
だ
ヒ
ロ
イ
ン
の
黒
く
長
い
髪
と
体
毛
が

白
髪
に
な
る
プ
ロ
ッ
ト
が
、
地
主
の
抑
圧
と
共
産
党
に
よ
る
解
放
の

象
徴
と
し
て
繰
り
返
し
語
り
な
お
さ
れ
た＊

11

。

模
範
劇
に
お
い
て
は
、
黒
髪
の
割
合
は
男
性
英
雄
に
よ
っ
て
救

済
、
あ
る
い
は
教
導
さ
れ
る
客
体
と
し
て
の
程
度
を
示
し
て
お
り
、

Ａ
と
Ｃ
が
強
く
、
Ｂ
と
Ｄ
は
弱
い＊

12

。
ま
た
、
Ｃ
と
Ｄ
の
人
物
は
い
ず

れ
も
既
婚
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
呼
称
「
嫂
」（
あ
ね
さ
ん
、
よ
め

さ
ん
）、「
奶
奶
」（
ば
あ
さ
ん
）、「
大
娘
」（
お
ば
さ
ん
）
を
持
っ
て

お
り
、
髪
型
が
示
す
役
柄
類
型
は
、
婚
姻
状
況
を
も
示
唆
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
中
に
コ
ー
ド
の
境
界
を
ま
た
ぐ
、
あ
る
い

は
コ
ー
ド
の
意
味
を
攪
乱
す
る
よ
う
な
女
性
像
が
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
Ａ
（
少
女
）
の
髪
型
で
登
場
し
、
途
中
で
Ｂ

（
革
命
戦
士
）
へ
と
成
長
を
遂
げ
る
『
紅
色
娘
子
軍
』
の
ヒ
ロ
イ
ン

呉
清
華
と
、
Ｃ
（
妻
）
と
い
う
女
性
性
の
強
い
髪
型
、
し
た
が
っ
て

本
来
男
性
英
雄
に
救
済
さ
れ
る
べ
き
客
体
と
し
て
登
場
す
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
夫
不
在
」
と
い
う
設
定
に
よ
り
革
命
叙
事
に
お
い
て

主
体
的
な
役
割
を
担
う
『
沙
家
浜
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
阿
慶
嫂
と
、『
沂

蒙
頌
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
英
嫂
で
あ
る
。
次
に
、
彼
女
ら
の
コ
ー
ド
の
越

境
、
あ
る
い
は
攪
乱
の
意
味
を
、
中
国
文
芸
に
お
け
る
伝
統
的
な
女

性
像
の
系
譜
上
に
お
い
て
分
析
し
て
み
た
い
。

図3　C『沙家浜』阿慶嫂
（出所）張雅心 2009：61
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Ⅱ
戦
闘
少
女
の
系
譜

１
花
木
蘭
か
ら
紅
色
娘
子
軍
へ

　

ま
ず
、『
紅
色
娘
子
軍
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
呉
清
華
に
つ
い
て
で
あ

る
。「
紅
色
娘
子
軍
」
と
は
共
産
党
の
女
子
遊
撃
隊
を
指
し
、
革
命

模
範
劇
と
な
る
前
に
、
史
実
に
も
と
づ
く
報
告
文
学
、
演
劇
、
さ
ら

に
映
画
と
し
て
語
ら
れ
た
物
語
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
に
製
作
さ
れ

た
映
画
『
紅
色
娘
子
軍＊

13

』
の
主
題
歌
は
人
口
に
膾
炙
し
た
が
、
そ
の

歌
詞
は
「
む
か
し
花
木
蘭
は
父
に
代
わ
っ
て
従
軍
し
、
い
ま
娘
子
軍

は
人
民
の
た
め
に
銃
を
と
る
。
…
…
共
産
を
主
義
と
し
、
党
は
導
き

手
、
婦
人
は
生
ま
れ
変
わ
る
、
婦
人
は
生
ま
れ
変
わ
る
」（
梁
信 
一

九
七
九
：
九
五
）
と
う
た
い
上
げ
る＊

14

。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
の
は
、
女

性
兵
士
と
、
中
国
に
お
け
る
戦
闘
す
る
女
性
像
の
祖
と
も
い
え
る
、

「
花
木
蘭
」
と
の
連
続
性
で
あ
る
。

花
木
蘭
と
は
、
北
魏
（
四
三
九
～
五
三
四
）
の
時
代
に
民
間
歌
謡

に
う
た
わ
れ
た
女
性
で
あ
り
、
そ
の
物
語
の
骨
子
は
「
父
の
代
理
」

と
し
て
「
男
装
」
し
、
戦
場
に
赴
き
、
帰
還
し
て
「
女
装
」
に
戻
る

点
に
あ
る
。
花
木
蘭
の
伝
説
は
、
父
に
対
す
る
「
孝
」、
主
君
に
対

す
る
「
忠
」
の
象
徴
と
し
て
、
二
〇
世
紀
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
図

を
帯
び
た
物
語
に
改
編
さ
れ
、
語
り
継
が
れ
た
（
戴
錦
華 

二
〇
〇

六
：
五
三
―
八
六＊

15
）。

い
く
つ
か
代
表
的
な
例
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず
一
九
一
七
年
、
京

劇
『
木
蘭
従
軍
』
で
は
女
形
の
名
優
梅
蘭
芳
が
花
木
蘭
に
扮
し
、
本

来
女
性
が
男
装
す
る
物
語
を
、
男
性
で
あ
る
梅
蘭
芳
が
女
装
し
、
さ

ら
に
劇
中
劇
で
男
装
す
る
と
い
う
複
雑
な
性
別
の
転
倒
を
演
じ
た

（
梅
蘭
芳
、
許
姫
伝
・
許
源
来 

一
九
八
七
：
四
〇
五
）。
日
中
戦
争

期
、
一
九
三
九
年
に
は
映
画
『
木
蘭
従
軍＊

16

』
が
製
作
さ
れ
、
従
来
の

木
蘭
叙
事
に
は
な
か
っ
た
軍
中
に
お
け
る
自
由
恋
愛
、
結
婚
と
い
う

プ
ロ
ッ
ト
が
付
け
足
さ
れ
、
花
木
蘭
は
「
新
女
性
」
と
し
て
ネ
ー

シ
ョ
ン
叙
事
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
後
、
一
九
五
六
年
に
は
豫

劇
（
河
南
省
の
地
方
劇
）
の
『
花
木
蘭
』
が
映
画
化
さ
れ
、「
女
が

男
に
及
ば
な
い
と
誰
が
言
っ
た
の
か
」
と
い
う
歌
唱
の
一
節
は
、
社

会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
女
性
解
放
を
高
ら
か
に
宣
言
し

た
。
そ
の
後
、
先
述
し
た
一
九
六
〇
年
の
映
画
の
主
題
歌
に
よ
り
、

花
木
蘭
の
イ
メ
ー
ジ
は
共
産
党
の
女
性
兵
士
に
継
承
さ
れ
る
。

し
か
し
、「
党
は
導
き
手
」
と
い
う
歌
詞
に
明
確
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、『
紅
色
娘
子
軍
』
の
物
語
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
非
対

称
は
男
性
地
主
に
虐
げ
ら
れ
る
女
性
奴
隷
と
い
う
階
級
対
立
の
中
で

の
み
顕
在
化
し
、
女
性
は
階
級
の
移
動
に
よ
っ
て
「
生
ま
れ
変
わ

る
」
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、「
党
」
の
代
理
た
る
男
性
英
雄
が

女
性
奴
隷
の
「
導
き
手
」
で
あ
る
、
と
い
う
階
級
内
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

非
対
称
は
、
不
問
に
付
さ
れ
て
い
る
。
花
木
蘭
か
ら
『
紅
色
娘
子

軍
』
に
い
た
る
叙
事
が
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
の
は
、
男
装
は
「
男
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性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
獲
得
を
可
能
に
す
る
が
、
そ
の
最
終
目
的
は
娘

と
し
て
父
／
家
／
国
／
党
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ば
花
木

蘭
と
は
、
父
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
従
順
な
「
娘
」
の
系
譜
で
あ
る

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

２
革
命
現
代
バ
レ
エ
『
紅
色
娘
子
軍
』
に
お
け
る

「
女
性
性
」

次
に
、
革
命
模
範
劇
に
な
っ
た
『
紅
色
娘
子
軍
』
の
改
編
過
程
か

ら
、
そ
の
後
の
花
木
蘭
の
系
譜
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

同
作
の
舞
台
は
、
一
九
三
一
年
、
中
国
南
部
の
海
南
島
。
ヒ
ロ
イ

ン
の
少
女
呉
清
華
は
、
国
民
党
の
手
先
で
あ
る
悪
徳
地
主
の
屋
敷
に

売
ら
れ
、
脱
走
を
は
か
り
拷
問
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
共
産
党
員
洪
常
青

に
救
出
さ
れ
る
。
女
子
遊
撃
隊
「
紅
色
娘
子
軍
」
に
入
っ
た
呉
清
華

は
、
一
度
は
作
戦
を
乱
し
地
主
を
取
り
逃
が
す
が
、
洪
常
青
の
指
導

に
よ
り
、
革
命
精
神
に
目
覚
め
て
い
く
。
地
主
一
味
と
の
戦
闘
の
さ

な
か
、
敵
に
捕
ら
わ
れ
た
洪
常
青
は
処
刑
さ
れ
、
呉
清
華
は
そ
の
仇

を
討
ち
、
彼
の
遺
志
を
受
け
継
ぐ
。

こ
の
物
語
は
複
数
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
幾
度
も
改
編
を
経
て

い
る
の
で
、
改
編
過
程
を
整
理
し
て
お
く
（
羅
長
青 

二
〇
一
〇
ａ; 

二
〇
一
〇
ｂ; 

陳
吉
徳 

二
〇
一
一 ; 

菱
沼 

一
九
七
五
）。「
紅
色
娘
子

軍
」
の
物
語
は
、
一
九
三
一
年
に
実
在
し
た
「
中
国
工
農
紅
軍
第
二

独
立
師
第
三
団
女
子
軍
特
務
連
」
に
取
材
し
て
い
る
。
し
か
し
、
モ

デ
ル
と
な
っ
た
女
性
兵
士
た
ち
は
、
実
際
に
は
階
級
の
矛
盾
に
抵
抗

す
る
た
め
で
は
な
く
、
家
庭
内
の
不
和
に
よ
り
従
軍
し
た
の
で
あ
っ

た
。
し
か
も
そ
の
多
く
は
、
国
民
党
と
の
内
戦
期
に
捕
虜
と
な
り
、

国
民
党
関
係
者
と
結
婚
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
革
中
に
迫
害
を
受

け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
羅
長
青 

二
〇
一
〇
ａ
）。

一
九
五
七
年
、
劉
文
韶
の
報
告
文
学
に
よ
っ
て
初
め
て
「
紅
色
娘

子
軍
」
と
題
さ
れ
（『
解
放
軍
文
芸
』
一
九
五
七
年
八
期
）、
五
九
年

に
は
呉
之
ほ
か
集
団
創
作
に
よ
っ
て
瓊
劇
（
海
南
省
の
地
方
劇
）
が

作
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
物
語
は
い
ず
れ
も
映
画
版
と
は
異
な
る
。

そ
の
後
、
一
九
六
〇
年
に
製
作
さ
れ
た
映
画
『
紅
色
娘
子
軍
』
は
、

革
命
模
範
劇
の
原
型
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
脚
本
に
あ
っ
た
主
人
公

の
女
性
奴
隷
呉
瓊
花
に
対
す
る
地
主
の
陵
辱
（
梁
信 

一
九
七
九
：
一

三
〇＊

17
）、
男
性
英
雄
洪
常
青
と
瓊
花
と
の
愛
情
を
描
く
場
面
は
、
い

ず
れ
も
映
像
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
洪
常
青
と
瓊
花
の
愛
情
関
係

は
、「
分
界
嶺
」
の
石
碑
の
前
で
再
会
す
る
場
面
に
お
い
て
の
み
、

二
人
の
視
界
を
示
す
キ
ャ
メ
ラ
・
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
そ
の
痕
跡
が
示

唆
さ
れ
る＊

18

。

ま
た
、「
寡
婦＊

19

」
紅
蓮
の
入
隊
お
よ
び
男
性
兵
士
と
の
結
婚
、
出

産
が
描
か
れ
る
も
の
の
、
こ
の
プ
ロ
ッ
ト
が
男
女
の
生
殖
に
よ
っ
て

革
命
の
後
継
者
を
育
成
す
る
と
い
う
方
向
性
で
は
な
く
、
瓊
花
と
紅

蓮
が
一
緒
に
入
隊
す
る
こ
と
で
芽
生
え
る
女
性
同
士
の
絆
、
生
ま
れ

た
女
児
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
新
た
な
娘
子
軍
、
と
い
う
女
性
叙
事

を
形
成
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
男
女
の
愛
情
場
面
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の
削
除
と
軌
を
一
に
す
る
描
写
と
い
え
、
両
性
の
性
愛
で
は
な
く
階

級
に
よ
る
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
操
作
を
行
っ
た
結
果
、
女
性
同
士

を
親
密
に
描
く
プ
ロ
ッ
ト
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
も
の
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

そ
の
後
、
こ
の
物
語
は
一
九
六
四
年
に
革
命
現
代
バ
レ
エ
と
革
命

現
代
京
劇
に
改
編
さ
れ
、
六
七
年
に
革
命
模
範
劇
（
革
命
現
代
バ
レ

エ
）
と
な
り
、
七
〇
年
か
ら
七
一
年
に
か
け
て
映
画
化
さ
れ
る＊

20

。
模

範
劇
と
な
る
際
、
毛
沢
東
夫
人
江
青
に
よ
り
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
は

「
呉
清
華
」
と
改
め
ら
れ＊

21

、
映
画
に
あ
っ
た
男
性
英
雄
と
の
愛
情
関

係
の
痕
跡
、
紅
蓮
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
男
女
の
性
愛
を
想
起
さ
せ
る

場
面
は
徹
底
的
に
削
除
さ
れ
た
。
七
二
年
に
は
、
革
命
現
代
京
劇
も

映
画
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
映
画
化
さ
れ
た
革
命
現
代
バ
レ
エ

に
見
る
女
性
像
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ヒ
ロ
イ
ン
呉
清
華
は
、
女
性
奴

隷
か
ら
革
命
戦
士
へ
と
転
身
す
る
過
程
で
、
赤
い
上
着
と
ズ
ボ
ン
の

衣
装
か
ら
、
軍
装
へ
と
着
替
え
る
。
こ
の
軍
装
と
は
花
木
蘭
の
「
男

装
」
の
よ
う
に
、
戦
闘
に
参
加
す
る
「
男
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
獲
得

を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
バ
レ
エ
の
身
体
表
現

に
よ
り
、
軍
装
を
ま
と
っ
た
女
性
た
ち
が
男
性
英
雄
の
身
体
と
同
一

化
す
る
と
こ
ろ
が
視
覚
的
に
も
強
調
さ
れ
て
い
る
（
図
４
・
５
）。

し
か
し
、
革
命
現
代
バ
レ
エ
の
演
技
術
は
、
衣
装
と
い
う
コ
ー
ド

の
上
で
は
「
男
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を
獲
得
し
た
女
性
兵
士
の
身
体

が
、
や
は
り
ま
ぎ
れ
も
な
く
女
性
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
可
視
化

す
る
。
そ
の
と
き
、
彼
女
ら
の
身
体
は
、
凝
視
さ
れ
る
対
象
と
し
て

図4　長髪（おさげ）、赤い衣装の呉清華。
女性性（未婚）が強調され、男性地主対
女性奴隷の関係を、ジェンダー非対称の

形式で表象している
（出所）師永剛・張凡 2009：180

図5　短髪、軍装を身につけた呉清華。
男性性を獲得した身体は、党の代理である
男性英雄に同一化し、革命化する

（出所）張雅心 2009：190
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客
体
化
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
ヒ
ロ
イ
ン
呉
清
華

は
、
冒
頭
で
拷
問
さ
れ
傷
つ
け
ら
れ
る
身
体
を
、
赤
い
衣
装
を
身
に

ま
と
っ
て
表
現
す
る
。
そ
の
後
軍
装
に
転
じ
る
が
、
作
戦
の
中
で
娘

に
変
装
す
る
場
面
で
、
彼
女
は
再
び
赤
い
衣
装
に
身
を
や
つ
し
、
命

令
に
そ
む
い
て
地
主
を
取
り
逃
が
す
際
に
、
拷
問
さ
れ
て
い
た
と
き

と
同
じ
片
足
を
あ
げ
る
ポ
ー
ズ
を
と
る
（
図
６
）。

こ
の
ポ
ー
ズ
は
、
一
度
は
軍
装
を
身
に
つ
け
た
呉
清
華
が
、
兵
士

と
し
て
は
未
熟
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
未
熟
さ
は

「
軍
装
」
の
持
つ
男
性
性
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
模
範
劇
で
は

「
女
装
」
に
身
を
や
つ
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
可
視
化
さ
れ
る
の

図6　娘の姿に変装する呉清華。
作戦失敗により、片足をあげるポーズをとる

（出所）張雅心 2009：194

図7　軍事訓練
（出所）師永剛・張凡 2009：195

図8　水浴び
（出所）映画『紅色娘子軍』（1971）、北京電影製片厰
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で
あ
る
。

ま
た
、
革
命
現
代
バ
レ
エ
に
お
い
て
、
軍
装
を
身
に
つ
け
た
女
性

同
士
の
絆
が
描
か
れ
る
場
面
に
、
軍
事
訓
練
と
水
浴
び
が
あ
げ
ら
れ

る
（
図
７
・
８
）。

こ
れ
ら
の
場
面
に
描
か
れ
る
、
跳
躍
す
る
女
性
た
ち
の
身
体
、
と

り
わ
け
バ
レ
エ
の
演
技
術
に
よ
っ
て
見
せ
ら
れ
る
ま
っ
す
ぐ
に
の
び

た
脚
は
、
文
革
期
の
革
命
叙
事
に
お
け
る
女
性
像
が
、
実
は
中
華
民

国
期
の
商
業
広
告
ポ
ス
タ
ー
「
月
份
牌
」
に
さ
か
ん
に
描
か
れ
た
健

康
美
を
ふ
り
ま
く
女
性
や
、
双
子
の
よ
う
な
姉
妹
像
の
延
長
線
上
に

あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
（
図
９
）。

ま
た
、
図
10
の
よ
う
な
女
性
兵
士
の
身
体
は
、
一
九
三
〇
年
代
上

海
に
お
い
て
人
気
を
博
し
た
孫
瑜
監
督
の
映
画
に
お
け
る
王
人
美
、

黎
莉
莉
と
い
っ
た
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
身
体
と
も
連
続
性
を
持
つ
（
劉

文
兵 

二
〇
〇
四
：
一
一
六
―
一
一
七 ; 

吉
川 

二
〇
一
〇
）。

さ
ら
に
は
、
劉
文
兵
が
革
命
模
範
劇
『
海
港
』
を
例
に
あ
げ
て
指
摘

す
る
よ
う
に
、
模
範
劇
の
女
性
像
に
は
改
作
の
指
揮
を
と
っ
た
江
青
の

自
画
像
が
投
影
さ
れ
て
い
る
（
劉
文
兵 

二
〇
〇
四
：
一
六
六
―
一
七

一
）。
実
は
江
青
こ
そ
、『
紅
色
娘
子
軍
』
に
先
駆
け
て
花
木
蘭
の
系
譜

に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
革
命
戦
士
な
の
で
あ
り
、
一
九
三
九
年
、「
江

青
」
こ
と
か
つ
て
の
上
海
の
女
優
藍
蘋
と
毛
沢
東
の
結
婚
を
伝
え
る
新

聞
記
事
に
は
、
軍
装
し
敬
礼
す
る
彼
女
の
写
真
が
、「
旧
時
の
旗

チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス袍

を
脱
ぎ
、
紅
軍
の
制
服
を
着
て
、
愛
す
る
前
髪
を
犠
牲
に
し
て
雄
々
し

い
紅
星
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
そ
の
様
子
は
雌
雄
見
分
け
が
た
く
、
ま
る

で
現
代
の
花
木
蘭
で
あ
る
」
と
報
道
さ
れ
る
（
冷
芳 

一
九
三
九
）。

図9　月份牌（金梅生画）
（出所）ラワンチャイクン・堀川 2004：121

図10　革命現代バレエ『紅色娘子軍』
（出所）張雅心 2009：185
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革
命
現
代
バ
レ
エ
『
紅
色
娘
子
軍
』
の
女
性
像
は
、
モ
ダ
ン
ガ
ー

ル
か
ら
革
命
戦
士
へ
と
転
身
を
遂
げ
た
江
青
を
な
ぞ
る
よ
う
な
、
少

女
（
お
さ
げ
）
か
ら
革
命
戦
士
（
お
か
っ
ぱ
）
へ
の
ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ

ス
ロ
マ
ン
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
少
女
と
革
命
戦
士
の

あ
い
だ
を
往
き
来
す
る
「
戦
闘
少
女
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
出
現
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
少
女
の
成
長
過
程
を
描
く
『
紅
色
娘
子
軍
』
で

は
、
戦
闘
少
女
た
ち
は
「
軍
装
」
と
「
脱
軍
装
」（
作
戦
中
の
女
装

や
水
浴
び＊

22
）
を
反
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
客
に
「
女
性
の
身

体
」
を
暴
露
す
る＊

23

。
こ
れ
は
、
花
木
蘭
が
最
終
的
に
「
娘
」
に
戻
る

イ
メ
ー
ジ
を
継
承
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

他
方
、
一
九
六
〇
年
の
映
画
版
に
あ
っ
た
男
性
英
雄
と
の
愛
情
場

面
の
痕
跡
、
お
よ
び
寡
婦
の
結
婚
と
出
産
の
プ
ロ
ッ
ト
が
削
除
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
革
命
現
代
バ
レ
エ
は
「
生
殖
」
な
き
戦
闘
少
女
の

「
増
殖
」
を
描
く
も
の
と
な
っ
た
。
映
画
化
さ
れ
た
革
命
現
代
バ
レ

エ
の
最
後
は
、
前
進
す
る
女
性
兵
士
た
ち
の
脚
が
無
限
に
増
殖
し
て

い
く
場
面
で
し
め
く
く
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
象
は
、
映
画
版
に

お
け
る
ヒ
ロ
イ
ン
呉
瓊
花
と
寡
婦
紅
蓮
の
女
性
同
士
の
連
帯
の
叙
事

を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
女
性
叙
事
は
、
少
女
の

成
長
過
程
に
お
い
て
彼
女
を
見
守
る
主
体
で
あ
っ
た
男
性
英
雄
が
、

革
命
に
殉
じ
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る＊

24

。
革
命
模

範
劇
『
紅
色
娘
子
軍
』
は
、
男
性
主
体
が
物
語
か
ら
放
逐
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
男
性
英
雄
の
死
を
共
有
す
る
「
寡
婦
」
型
革
命
戦
士

の
叙
事
と
し
て
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
寡
婦
の
系
譜

１
花
木
蘭
か
ら
穆
桂
英
へ

革
命
模
範
劇
の
中
で
、「
寡
婦
」
は
「
お
か
っ
ぱ
」
の
革
命
戦
士

と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
次
に
見
て
ゆ
き
た
い
の

は
、
髪
型
の
コ
ー
ド
と
し
て
は
「
お
だ
ん
ご
＝
妻
」
に
分
類
さ
れ
る

も
の
の
、「
夫
不
在
」
と
い
う
設
定
に
よ
り
、
革
命
叙
事
に
お
い
て

主
体
的
な
役
割
を
担
う
『
沙
家
浜
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
阿
慶
嫂
と
、『
沂

蒙
頌
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
英
嫂
で
あ
る
。
彼
女
ら
は
「
寡
婦
」
型
革
命
戦

士
で
は
な
く
、
女
性
性
を
保
持
し
た
ま
ま
革
命
叙
事
の
主
体
と
な
る

と
い
う
点
で
、
男
性
英
雄
に
救
済
さ
れ
る
長
髪
の
コ
ー
ド
を
攪
乱
す

る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
種
の
女
性
を
描
く
起
源
と
し
て
は
、
宋
代
の

講
談
か
ら
生
ま
れ
、
明
の
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）
に

書
物
と
し
て
編
ま
れ
た
「
楊
家
将
演
義
」
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

「
楊
家
将
演
義
」
と
は
、
武
芸
に
秀
で
た
北
宋
の
名
門
楊
家
の
成

年
男
性
が
死
に
絶
え
、
そ
の
母
・
娘
・
妻
ら
が
戦
場
に
赴
き
、
遼
に

勝
利
す
る
物
語
で
あ
る
。
ヒ
ロ
イ
ン
「
穆
桂
英
」
の
名
前
は
、「
花

木
蘭
」
と
樹
木
、
香
草
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
て
お
り
、
木
蘭

を
継
承
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
（
井
波 

二
〇
〇
二
：
一
一

二
）。
だ
が
注
目
す
べ
き
は
、
彼
女
ら
が
父
権
社
会
に
よ
っ
て
課
せ
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ら
れ
た
纏
足
の
ま
ま
戦
い
、
し
か
も
北
宋
と
遼
の
関
係
な
ど
史
実
の

「
転
覆
」
が
描
か
れ
る
点
で
あ
る＊

25

。
花
木
蘭
の
よ
う
に
「
男
装
」
せ

ず
、
女
性
の
姿
の
ま
ま
で
あ
る
と
こ
ろ
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
無
効
化

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
物
語
は
、
一
九
五
九
年
、
梅
蘭
芳
演
じ
る
京
劇
『
穆
桂
英
掛

帥
』
に
改
編
さ
れ
た
。
五
〇
を
超
え
た
楊
家
の
嫁
穆
桂
英
が
再
び
出

陣
す
る
さ
ま
を
描
く
こ
の
作
品
は
、
建
国
一
〇
周
年
記
念
演
目
と
し

て
「
愛
国
」
の
象
徴
と
な
っ
た
（
牧
・
松
浦
・
川
田 

二
〇
〇
〇
：
一

九
二
）。
そ
の
後
、
六
〇
年
に
は
京
劇
『
楊
門
女
将
』
が
作
ら
れ
る
。

実
は
、
前
者
で
は
穆
桂
英
は
寡
婦
で
は
な
く
、
夫
と
息
子
を
率
い
て

出
陣
し
て
い
た
。
し
か
し
後
者
で
は
、
穆
桂
英
ほ
か
楊
家
の
女
将
軍

を
寡
婦
と
し
て
描
い
て
お
り
、
こ
の
作
品
に
よ
っ
て
「
愛
国
寡
婦
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
確
定
し
、
後
に
映
画
化
も
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
本
来
の
「
楊
家
将
演
義
」
と
は
、
父
権
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
周
縁
と
し
て
の
「
寡
婦
」
を
描
く
物
語
で
あ
り
、
最
後
に
は

朝
廷
を
見
限
る
寡
婦
た
ち
に
は
、
花
木
蘭
に
は
な
い
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
性
や
、
父
権
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
転
覆
の
意
味
が
付
与
さ
れ
て

い
た＊

26

。
し
か
し
、「
寡
婦
」
と
は
宗
族
の
周
縁
に
い
る
「
嫁
」
で
あ

り
な
が
ら
、
子
を
産
ん
だ
場
合
に
は
宗
族
の
血
を
継
承
す
る
「
母
」

に
も
な
り
う
る
、
両
義
性
を
持
つ
存
在
で
あ
る＊

27

。
梅
蘭
芳
の
『
穆
桂

英
掛
帥
』
に
よ
る
「
愛
国
」
へ
の
読
み
か
え
は
、
ま
さ
に
後
者
の

「
母
」
の
機
能
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

２
「
夫
」
の
不
在
―
―「
妻
」
と
「
寡
婦
」
の
あ
い
だ

で
は
、
こ
う
し
た
「
嫁
」
で
あ
り
「
母
」
で
も
あ
る
女
性
像
は
、

革
命
模
範
劇
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
七
一
年
に
映
画
化
さ
れ
た
革
命
現
代
京
劇
『
沙
家
浜＊

28

』
は
、

共
産
党
の
地
下
工
作
員
で
あ
る
ヒ
ロ
イ
ン
阿
慶
嫂
が
茶
店
の
お
か
み

に
身
を
や
つ
し
、
日
中
戦
争
の
さ
な
か
、
国
民
党
と
日
本
軍
と
い
う

二
大
勢
力
の
双
方
の
男
た
ち
を
手
玉
に
取
り
、
傷
兵
を
抱
え
る
共
産

党
新
四
軍
の
危
機
を
救
出
す
る
物
語
で
あ
る
（
中
沢 

一
九
七
三 ; 

谷   

二
〇
〇
四 ;

大
野 

二
〇
〇
九
ｂ
）。

阿
慶
嫂
は
、
た
く
み
に
「
女
性
性
」
を
演
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地

下
工
作
員
の
任
務
を
全
う
す
る
。
彼
女
の
本
質
は
「
革
命
戦
士
」
で

あ
り
、
お
だ
ん
ご
髪
に
結
っ
て
い
る
の
は
作
戦
に
お
い
て
「
妻
」
に

身
を
や
つ
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
一
種
の
「
女
装
」
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
、
劇
中
、
彼
女
が
幾
度
も
衣
装
を
着
替
え
る
点
か
ら
も
指
摘

で
き
る
。
阿
慶
嫂
は
任
務
を
遂
行
す
る
と
き
は
共
産
党
の
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
で
あ
る
深
紅
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、「
妻
」
を
演
じ
る
と

き
は
、
藍
色
の
衣
装
で
敵
の
目
を
く
ら
ま
す
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
阿
慶
嫂
の
「
女
装
」
を
敵
に
信
じ
込
ま
せ
、
し
か
も
任

務
を
遂
行
し
て
も
怪
し
ま
れ
な
い
行
動
の
自
由
を
保
障
す
る
の
は
、

夫
の
不
在
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
阿
慶
嫂
と
は
中
国
語
で
「
阿
慶
の

よ
め
さ
ん
」
の
意
で
あ
る
が
、
夫
の
「
阿
慶
」
は
一
度
も
登
場
せ
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ず
、
生
死
も
不
明
で
あ
る＊

29

。
こ
の
「
不
在
の
夫
」
の
表
象
は
、
一
九

七
五
年
に
映
画
化
さ
れ
た
革
命
現
代
バ
レ
エ
『
沂
蒙
頌＊

30

』
に
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
二
次
模
範
劇
と
な
っ
た
『
沂
蒙
頌
』
は
、
農
婦
英
嫂
が
山
中
で

傷
を
負
っ
た
共
産
党
の
解
放
軍
兵
士
を
見
つ
け
、
と
っ
さ
に
自
ら
の

母
乳
を
与
え
て
兵
士
の
命
を
救
う
物
語
で
あ
る
。
母
乳
を
与
え
る
プ

ロ
ッ
ト
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ヒ
ロ
イ
ン
は
母
性
に
よ
っ
て
革
命
を

継
承
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
母
性
か
ら

は
「
生
殖
」
に
ま
つ
わ
る
イ
メ
ー
ジ
が
削
除
さ
れ
て
お
り
、
夫
以
外

の
男
性
に
母
乳
を
与
え
る
プ
ロ
ッ
ト
の
整
合
性
を
支
え
る
の
は
、
や

は
り
夫
の
不
在
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
む
ろ
ん
兵
士
の
口
に
乳
房
を

含
ま
せ
る
こ
と
は
な
く
、
劇
中
、
彼
女
の
母
乳
は
兵
士
の
水
筒
に
絞

り
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
過
程
は
岩
陰
で
行
わ
れ
、
観
客
の
目

か
ら
は
隠
さ
れ
る
（
図
11
）。

ま
た
、
赤
子
が
出
て
く
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
嫂
は
赤
子
よ
り

も
兵
士
を
守
る
こ
と
を
優
先
す
る
。
彼
女
の
母
乳
が
軍
の
水
筒
と
い

う
近
代
的
か
つ
革
命
的
な
小
道
具
を
介
し
て
兵
士
の
体
内
に
注
が
れ

る
点
は
、
こ
の
母
性
が
子
供
を
産
み
育
ん
で
革
命
を
継
承
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
沙
家
浜
』
と
『
沂
蒙
頌
』
の
二
作
に
お
い
て
描
か
れ
る
の
は
、
ヒ

ロ
イ
ン
を
「
所
有
」
す
る
男
性
が
不
在
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能

と
な
る
、
彼
女
ら
の
「
党
」
と
の
一
体
化
で
あ
る
。
阿
慶
嫂
と
英
嫂

が
行
う
の
は
ど
ち
ら
も
傷
兵
の
救
出
と
再
生
で
あ
り
、
こ
れ
は
寡
婦

型
「
革
命
戦
士
」
で
は
描
く
こ
と
の
で
き
な
い
、「
女
性
性
」
を
必
要

と
す
る
任
務
で
あ
る
。「
妻
」
と
「
寡
婦
」
の
あ
い
だ
と
し
て
の
「
妻

（
夫
不
在
）」
と
い
う
役
柄
類
型
は
、「
女
性
性
」
を
演
じ
、
あ
る
い
は

「
生
殖
」
な
き
「
母
性
」
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
任
務
を

党
の
「
妻
」
ま
た
は
「
母
」
と
し
て
遂
行
す
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
革
命
模
範
劇
に
お
け
る
「
戦
闘
少
女
」
と
「
妻
（
夫
不

在
）」
の
共
通
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。「
戦
闘
少
女
」
も
「
妻

図11　革命現代バレエ『沂蒙頌』。
自らの母乳を水筒で兵士に与える英嫂

（出所）映画『沂蒙頌』（1975）、八一電影製片厰
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（
夫
不
在
）」
も
、「
女
性
性
」
の
コ
ー
ド
を
自
在
に
越
境
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
女
性
の
身
体
を
あ
ら
わ
に
し
な
が
ら
革
命
叙
事
の
主
体

を
担
う
。
そ
の
こ
と
の
曖
昧
さ
は
、「
生
殖
」
を
禁
忌
と
す
る
原
則

に
よ
り
、
革
命
叙
事
の
内
部
に
お
い
て
は
不
可
視
化
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
見
つ
め
る
も
の
の
欲
望
を
喚
起
す
る
と
い
う
意
味

で
は
、
常
に
革
命
叙
事
そ
の
も
の
を
脱
構
築
す
る
可
能
性
を
は
ら
む

も
の
で
も
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
、
生
殖
可
能
な
身
体
を
持
ち
な
が

ら
、
革
命
叙
事
に
お
い
て
は
不
可
侵
な
身
分
で
あ
る
と
い
う
ア
ン
ビ

バ
レ
ン
ト
な
女
性
像
な
の
で
あ
る
。

文
化
大
革
命
が
終
了
す
る
と
、
こ
う
し
た
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
女

性
像
は
解
体
さ
れ
、
欲
望
の
ま
な
ざ
し
も
剥
き
出
し
に
さ
れ
る
。
李

晨
に
よ
る
連
環
画
『
紅
嫂
』（
一
九
九
二
年
）
で
は
、
母
乳
を
与
え

る
英
嫂
の
乳
房
は
直
接
兵
士
の
口
に
含
ま
さ
れ
る
も
の
と
し
て
書
き

換
え
が
行
わ
れ
た
（
武
田 

二
〇
〇
九
：
七
三
）。
ま
た
、「
戦
闘
す
る

女
性
像
」
そ
の
も
の
も
解
体
さ
れ
、
李
六
乙
作
・
演
出
の
演
劇
『
穆

桂
英
』（
二
〇
〇
三
年
初
演
）
で
は
、
出
陣
す
る
穆
桂
英
が
楊
家
の

英
霊
に
よ
っ
て
女
装
か
ら
軍
装
へ
と
着
替
え
さ
せ
ら
れ
る
過
程
が
描

か
れ
た
。
こ
の
作
品
は
、
二
〇
世
紀
の
中
国
が
戦
闘
す
る
女
性
像
を

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
利
用
し
て
き
た
こ
と
自
体
を
内
省
す
る
意
図

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
現
代
美
術
で
は
、
革
命
模
範
劇
の
様
式
を

脱
構
築
し
、
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
に
仕
立
て
た
作
品
は
枚
挙
に
暇
が
な

い
（
牧 

二
〇
〇
九
）。
さ
ら
に
、
女
性
作
家
林
白
が
一
九
九
四
年
に

発
表
し
た
小
説
『
一
個
人
的
戦
争＊

31

』
に
は
、
女
性
の
語
り
手
に
よ

る
、
模
範
劇
を
演
ず
る
女
性
の
身
体
へ
の
欲
望
が
あ
ら
わ
さ
れ
る

（
林
白 

二
〇
〇
九
：
二
七
）。

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ポ
ス
タ
ー
や
彫
像
、
あ
る
い
は
映
画
フ
ィ
ル
ム

な
ど
、
そ
れ
が
作
ら
れ
た
時
期
の
姿
が
固
定
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
と
は

異
な
り
、
演
劇
に
お
け
る
女
性
像
は
、
時
代
と
と
も
に
揺
れ
動
く
。

革
命
模
範
劇
は
現
代
で
も
再
演
さ
れ
る
が
、
も
は
や
現
代
の
俳
優
の

身
体
で
は
、
か
つ
て
の
革
命
叙
事
を
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

模
範
劇
の
女
性
像
が
示
す
戦
争
の
記
憶
と
革
命
叙
事
も
ま
た
、
今

日
の
中
国
映
画
に
お
い
て
は
、
新
た
な
「
戦
闘
す
る
女
性
像
」
と
し

て
語
り
な
お
さ
れ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
二
作
に
見
ら
れ
る
、
不
在
の

男
性
主
体
と
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
化
身
と
し
て
の
妓
女
と
い
う
モ
チ
ー
フ

は
、
共
産
主
義
下
の
革
命
叙
事
で
主
体
を
担
っ
た
「
戦
闘
少
女
」
と

「
妻
（
夫
不
在
）」
が
、
一
方
で
は
凝
視
さ
れ
、
欲
望
さ
れ
る
客
体
で

あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
文
革
期
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
芸
術
は
、
そ
の
よ
う
な
客
体
に
「
自
己
同
一
化
」
し
、「
生
殖
」

な
き
「
増
殖
」
と
い
う
抑
圧
さ
れ
た
女
性
性
を
内
面
化
し
た
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
形
成
を
促
し
た
。
か
つ
て
の
革
命
叙
事
は
、
現
代
に
お
け

る
戦
争
の
記
憶
に
反
転
さ
れ
た
形
で
そ
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
不
在
の
男
性
英
雄
に
代
替
す
る
の
は
、
革
命
の
後
継
者
た

る
に
ふ
さ
わ
し
い
不
可
侵
な
身
分
を
持
つ
少
女
で
は
な
く
、
彼
女
ら

を
救
済
す
る
た
め
自
ら
の
身
体
を
敵
に
差
し
出
す
「
妓
女
」
と
な
っ

た
。



106

革
命
叙
事
に
お
け
る
日
中
戦
争
が
輝
か
し
い
勝
利
の
記
憶
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
現
代
の
戦
争
映
画
が
描
く
の
が
蹂
躙
さ
れ
た
南
京
の

「
敗
戦
の
記
憶
」
で
あ
る
点
、
そ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
妓
女
と

中
国
文
芸
に
語
り
継
が
れ
る
救
国
の
妓
女
像
と
の
繋
が
り
な
ど
、
検

討
す
べ
き
課
題
は
残
さ
れ
て
い
る＊

32

。
革
命
模
範
劇
に
お
け
る
女
性
の

身
体
が
、
革
命
叙
事
の
描
く
「
公
的
な
記
憶
」
を
脱
構
築
す
る
可
能

性
を
は
ら
ん
で
い
た
よ
う
に
、
救
国
の
妓
女
像
も
ま
た
、
戦
争
の
記

憶
の
中
に
不
協
和
音
を
生
じ
さ
せ
る
存
在
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
う
し
た
、
二
一
世
紀
の
革
命
叙
事
と
戦
争
の
記
憶
の
あ
い
だ

に
横
た
わ
る
よ
り
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
引
き
続
き
考
え

て
ゆ
き
た
い
。

◉
追
記

 

本
研
究
は
、
科
研
費
２
５
２
８
３
０
０
１
、
２
５
２
８
４
０
６
５
の
助

成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

◉
注

＊ 

１ 

京
劇
と
は
、
清
代
に
北
京
で
形
成
さ
れ
た
中
国
の
伝
統
演
劇
で
あ

る
。
歌
唱
と
生
演
奏
の
入
る
音
楽
劇
で
、
中
国
各
地
の
劇
を
継
承
し
て

い
る
。
二
〇
一
〇
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

＊ 

２ 

大
躍
進
と
は
、
毛
沢
東
に
よ
っ
て
一
九
五
七
年
一
〇
月
に
「
一
五

年
後
に
イ
ギ
リ
ス
を
追
い
こ
す
」
と
提
起
さ
れ
、
翌
五
八
年
に
人
民
公

社
の
設
置
、
前
年
の
倍
近
い
穀
物
、
鉄
鋼
生
産
目
標
が
決
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
経
済
の
混
乱
を
招
い
た
政
策
を
指
す
。
自
然
災
害
も
重
な

り
、
中
国
全
土
で
三
千
万
人
を
超
す
餓
死
者
を
出
し
、
五
九
年
に
毛
沢

東
は
国
家
主
席
を
辞
任
し
た
。

＊ 

３ 

文
化
大
革
命
と
は
、
一
九
六
六
年
か
ら
七
六
年
に
か
け
て
発
動
さ

れ
た
大
規
模
な
政
治
闘
争
で
あ
り
、
大
量
の
粛
清
に
よ
る
犠
牲
者
を
出

し
た
。
文
革
は
段
階
的
に
進
展
し
、
六
六
年
か
ら
六
七
年
に
か
け
て
は

毛
沢
東
が
学
生
を
組
織
し
た
紅
衛
兵
運
動
が
暴
徒
化
、
鎮
圧
の
た
め
人

民
解
放
軍
が
投
入
さ
れ
、
七
一
年
に
は
毛
の
後
継
者
林
彪
が
ク
ー
デ

タ
ー
失
敗
に
よ
り
失
脚
す
る
。
以
後
、
経
済
の
建
て
直
し
を
は
か
る
周

恩
来
ら
「
脱
文
革
派
」
と
毛
沢
東
夫
人
江
青
ら
「
四
人
組
」
の
対
立
が

深
ま
り
、
七
六
年
、
周
恩
来
死
去
に
よ
る
天
安
門
事
件
、
お
よ
び
毛
沢

東
死
去
に
よ
り
収
束
に
向
か
っ
た
。
文
革
の
特
徴
と
し
て
、
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、
と
り
わ
け
京
劇
が
政
治
闘
争
に
利
用
さ
れ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

＊ 

４ 

革
命
模
範
劇
の
作
品
の
序
列
に
は
、
政
情
の
変
化
に
合
わ
せ
て
変

動
が
見
ら
れ
る
。
と
く
に
江
青
が
関
与
し
た
『
智
取
威
虎
山
』
は
、
林

彪
、
江
青
が
要
職
に
就
い
た
一
九
六
九
年
に
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
、
最
初

に
映
画
上
映
さ
れ
た
（
師
永
剛
・
張
凡 

二
〇
〇
九
：
一
二
五
）。

＊ 

５ 

革
命
現
代
京
劇
『
龍
江
頌
』『
杜
鵑
山
』『
平
原
作
戦
』『
磐
石
湾
』

『
紅
雲
崗
』『
紅
色
娘
子
軍
』、
革
命
現
代
バ
レ
エ
『
沂
蒙
頌
』『
草
原
児

女
』、
ピ
ア
ノ
伴
奏
歌
『
紅
灯
記
』、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
『
黄
河
』。

＊ 

６ 

『
よ
い
こ
の
文
化
大
革
命　

紅
小
兵
の
世
界
』
は
、
文
革
期
に
出

版
さ
れ
た
児
童
雑
誌
『
紅
小
兵
』
に
、
革
命
模
範
劇
を
紹
介
す
る
絵
画

や
連
環
画
の
ほ
か
、
模
範
劇
を
実
演
す
る
子
供
の
写
真
や
歌
詞
が
大
量

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
武
田 

二
〇
〇
三
）。
農
村
で

上
演
さ
れ
た
模
範
劇
に
つ
い
て
は
、「〝
様
板
戯
〟
観
衆
的
角
色
認
同
」、

「
関
於
建
国
後
農
村
劇
団
的
演
出
活
動
―
―
以
文
革
時
期
為
中
心
」
参
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照
（
李
松 

二
〇
一
一
ｂ ; 

大
野 

二
〇
一
三
）。

＊ 
７ 
中
国
語
で
「
行
当
」
と
呼
ば
れ
、
基
本
的
な
分
類
と
し
て
「
生
」

（
男
性
役
）、「
旦
」（
女
性
役
）、「
浄
」（
隈
取
り
し
た
常
人
な
ら
ざ
る

男
性
役
）、「
丑
」（
道
化
役
）
が
あ
り
、
各
々
の
役
柄
の
中
で
さ
ら
に

細
分
化
さ
れ
て
い
る
。

＊ 

８ 

『
文
匯
報
』
掲
載
の
「
譲
文
芸
舞
台
永
遠
成
為
宣
伝
毛
沢
東
思
想

的
陣
地
」
に
よ
り
、
最
初
に
提
唱
さ
れ
た
（
于
会
泳 

一
九
六
八
）。

＊ 

９ 

『
映
画
の
な
か
の
上
海
―
―
表
象
と
し
て
の
都
市
・
女
性
・
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
』
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
映
画
が

女
性
共
産
党
員
を
描
く
際
、
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
外
見
的
特
徴
や
身
振
り

を
変
形
さ
せ
な
が
ら
取
り
入
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
長
い
髪
の
毛
を

封
建
社
会
の
象
徴
と
し
、
西
洋
の
風
俗
で
あ
る
断
髪
で
代
替
さ
せ
る
点

は
女
性
共
産
党
員
と
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
共
通
点
で
あ
る
が
、
前
者
を
描

く
際
に
は
「
無
造
作
」
と
い
っ
た
操
作
を
介
在
さ
せ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と

は
一
線
を
画
し
た
（
劉
文
兵 

二
〇
〇
四
：
一
三
七
―
一
三
八
）。

＊ 

10 

革
命
現
代
バ
レ
エ
『
沂
蒙
頌
』
を
革
命
現
代
京
劇
に
改
編
し
た
も

の
が
『
紅
雲
崗
』
で
あ
り
、
二
作
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
夫
の
造
型
に
は
変
化

が
見
ら
れ
る
。『
沂
蒙
頌
』
で
は
夫
は
開
幕
直
後
に
戦
場
へ
赴
き
、
最

終
幕
ま
で
ほ
ぼ
不
在
で
あ
る
（
大
野 

二
〇
〇
九
ａ
）。

＊ 

11 

革
命
現
代
バ
レ
エ
で
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
凌
辱
さ
れ
妊
娠
、
山
中
で

出
産
す
る
プ
ロ
ッ
ト
は
削
除
さ
れ
た
。

＊ 

12 

革
命
模
範
劇
で
「
女
性
性
」
を
示
す
コ
ー
ド
と
な
っ
た
黒
髪
は
、

文
革
終
結
後
の
映
画
で
は
、
文
革
の
暴
力
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
も
の
と

し
て
描
か
れ
る
。
た
と
え
ば
映
画
『
小
街
』（
楊
延
晋
監
督
、
一
九
八

一
）
は
、
文
革
中
に
迫
害
を
受
け
「
男
装
」
す
る
少
女
に
、
男
性
主
人

公
が
模
範
劇
で
使
わ
れ
る
お
さ
げ
の
か
つ
ら
を
与
え
よ
う
と
し
、
打
倒

さ
れ
て
失
明
す
る
プ
ロ
ッ
ト
を
描
く
。

＊ 

13 

謝
晋
監
督
、
梁
信
脚
本
、
祝
希
娟
主
演
、
上
海
天
馬
電
影
製
片
厰
。

＊ 

14 

後
に
「
共
産
主
義
は
真
理
」、「
奴
隷
は
生
ま
れ
変
わ
る
」
と
改
作

さ
れ
た
（
師
永
剛
・
張
凡 

二
〇
〇
九
：
三
三
九
）。

＊ 

15 

映
画
に
お
け
る
花
木
蘭
表
象
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、「
伝
説
の
ヒ

ロ
イ
ン
か
ら
国
民
の
表
象
へ
―
―
『
木
蘭
従
軍
』
の
受
容
の
多
義
性
を

め
ぐ
っ
て
」（
晏
妮 

二
〇
〇
五
）、「
第
七
章　

映
画
受
容
の
多
義
性
」

（
晏
妮 

二
〇
一
〇
：
二
二
九
―
二
八
二
）、「
花
木
蘭
の
転
生
―
―
『
大

東
亜
共
栄
圏
』
を
め
ぐ
る
日
中
大
衆
文
化
の
交
錯
」（
鷲
谷 

二
〇
〇

七
）、「
男
装
す
る
愛
国
ヒ
ロ
イ
ン
の
演
出　
『
ム
ー
ラ
ン
』
と
『
花
木

蘭
』
に
お
け
る
男
装
の
発
覚
シ
ー
ン
を
め
ぐ
っ
て
」（
張
小
青 

二
〇
一

一
）
に
詳
し
い
。

＊ 

16 

卜
万
蒼
監
督
、
欧
陽
予
倩
脚
本
、
陳
雲
裳
主
演
、
美
商
中
国
聯
合

影
業
公
司
・
華
成
製
片
厰
。「
花
木
蘭
の
転
生
」
は
同
作
を
五
四
運
動

期
の
「
新
女
性
」
と
日
中
戦
争
期
の
「
国
民
」
と
い
う
二
つ
の
ロ
ー

ル
・
モ
デ
ル
の
融
合
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
溌
剌
と
し
た

身
体
・
表
情
と
、
伝
統
的
な
中
国
女
性
の
美
徳
を
体
現
す
る
主
演
女
優

陳
雲
裳
に
よ
っ
て
、
木
蘭
像
に
「
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
的
な
魅
惑
」
が
備

わ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
鷲
谷 

二
〇
〇
七
：
一
五
一
）。

＊ 

17 

映
像
で
は
鞭
打
た
れ
傷
つ
け
ら
れ
る
身
体
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

＊ 
18 

「
愛
你
没
商
量
：『
紅
色
娘
子
軍
』
―
―
紅
色
風
暴
中
的
愛
情
伝
奇

和
伝
統
禁
忌
」
は
、
呉
瓊
花
と
洪
常
青
の
再
会
の
場
面
に
つ
い
て
、
二

人
の
視
界
を
示
す
キ
ャ
メ
ラ
・
ワ
ー
ク
が
双
方
向
か
つ
平
等
で
あ
り
、

削
除
さ
れ
た
愛
情
表
現
の
痕
跡
を
残
す
「
抒
情
場
面
」
で
あ
る
と
指
摘

す
る
（
袁
慶
豊 
二
〇
〇
七
）。
な
お
、
こ
の
映
画
に
お
い
て
真
に
二
人

の
視
線
の
高
さ
が
「
平
等
」
と
な
る
の
は
、
呉
瓊
花
の
入
党
申
請
が
受
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理
さ
れ
、
党
員
と
な
っ
た
こ
と
を
洪
常
青
に
告
げ
ら
れ
る
と
き
で
あ
る
。

＊ 
19 

紅
蓮
は
一
〇
歳
で
実
在
し
な
い
人
形
の
「
夫
」
と
縁
組
を
さ
せ
ら

れ
、「
童
養
媳
」（
売
買
婚
に
よ
る
嫁
）
と
し
て
舅
と
姑
に
仕
え
て
き
た

と
い
う
設
定
で
あ
り
、
夫
に
先
立
た
れ
た
寡
婦
と
は
異
な
る
。

＊ 

20 

薛
菁
華
主
演
、
北
京
電
影
製
片
厰
。

＊ 

21 

実
在
し
た
「
女
子
軍
特
務
連
」
連
長
龐
瓊
花
が
、
後
に
国
民
党
関

係
者
と
結
婚
し
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
（
羅
長
青 

二
〇

一
〇
ａ
：
七
〇
）。

＊ 

22 

「
男
装
す
る
愛
国
ヒ
ロ
イ
ン
の
演
出
」
は
、
木
蘭
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
発
覚
の
危
機
が
い
ず
れ
も
「
水
浴
び
」
の
場
面
で

あ
る
点
に
つ
い
て
、
男
性
の
去
勢
不
安
が
除
去
さ
れ
欲
望
生
成
へ
向
か

う
心
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
支
え
る
も
の
と
考
察
す
る
（
張
小
青 

二
〇
一

一
）。『
紅
色
娘
子
軍
』
の
「
水
浴
び
」
も
ま
た
、
革
命
叙
事
に
お
い
て

同
様
の
機
能
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
。

＊ 

23 

『
様
板
戯
史
記
』
お
よ
び
「
愛
你
没
商
量
：『
紅
色
娘
子
軍
』」
は
、

文
革
期
に
革
命
現
代
バ
レ
エ
『
紅
色
娘
子
軍
』
が
「
女
性
の
身
体
」
へ

の
関
心
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
師
永
剛
・
張
凡 

二

〇
〇
九
：
一
八
八 ; 

袁
慶
豊 

二
〇
〇
七
：
六
四
）。

＊ 

24 

一
九
六
〇
年
の
映
画
版
に
お
い
て
、
男
性
英
雄
は
「
自
首
書
」
の

署
名
と
投
降
を
せ
ま
ら
れ
る
が
、
か
わ
り
に
絶
筆
と
し
て
詩
を
し
た
た

め
、
火
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
こ
の
文
字
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
抵
抗
が
、
革

命
模
範
劇
で
は
自
首
書
を
破
り
捨
て
る
視
覚
的
な
表
象
に
改
め
ら
れ
る

点
か
ら
は
、
男
性
英
雄
と
と
も
に
文
字
テ
ク
ス
ト
を
操
る
リ
テ
ラ
シ
ー

も
放
逐
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

＊ 

25 

「
美
少
女
戦
士
ム
ー
ラ
ン
の
物
語
」「
第
六
章　

纏
足
と
ス
ー
パ
ー

ヒ
ロ
イ
ン
」
は
、
こ
の
物
語
が
王
朝
を
支
え
る
儒
教
的
男
尊
女
卑
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
対
抗
す
る
論
理
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
（
井
波 

二
〇
〇

二
：
一
〇
七
―
一
一
五; 

二
〇
〇
七
：
一
二
五
―
一
四
八
）。

＊ 

26 

「
西
王
母
の
娘
た
ち
―
―
『
遇
仙
』
か
ら
『
陣
前
比
武
招
親
』
へ
」

は
、
女
性
が
戦
場
で
男
性
と
武
芸
を
競
い
、
自
分
よ
り
強
い
も
の
に
嫁

ぐ
と
い
う
「
楊
家
将
演
義
」
に
見
ら
れ
る
物
語
構
造
に
つ
い
て
、「
自

身
が
不
老
不
死
の
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
」
と
指
摘
す
る
（
大
塚 

二

〇
一
一
）。
類
似
の
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
に
、「
孕
み
の
力
―
―
『
楊

家
将
演
義
』
に
お
け
る
女
将
の
姿
」
が
あ
る
（
山
田 

二
〇
〇
四
）。

＊ 

27 

「
六　

戦
う
女
た
ち
―
―
中
華
美
少
女
戦
士
の
系
譜
」
は
、
前
掲

注
26
と
は
異
な
り
、「
楊
家
将
演
義
」
を
女
性
が
婚
姻
に
よ
り
宗
族
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
組
み
込
ま
れ
る
物
語
と
定
義
す
る
（
岡
崎 

二
〇
〇
二
：

一
六
九
―
二
〇
五
）。
宗
族
の
興
亡
を
描
く
戦
記
の
「
寡
婦
」
は
、
結

婚
の
前
も
後
も
基
本
的
に
血
縁
集
団
の
中
で
生
き
る
、
と
い
う
指
摘

は
、「
花
木
蘭
」
と
の
連
続
性
を
考
察
す
る
上
で
興
味
深
い
。

＊ 

28 

洪
雪
飛
主
演
、
長
春
電
影
製
片
厰
。

＊ 

29 

「
阿
慶
」
に
つ
い
て
は
、
劇
の
冒
頭
で
、
中
国
共
産
党
常
熟
県
委

書
記
の
程
謙
明
に
よ
り
「
わ
れ
わ
れ
の
党
の
交
通
員
だ
」
と
説
明
さ
れ

る
以
外
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。
阿
慶
嫂
は
茶
店
の
お
か
み
と
し
て
敵
の

胡
伝
魁
に
対
し
、「
上
海
で
担
ぎ
屋
を
し
て
い
て
、
一
人
前
に
な
る
ま

で
戻
っ
て
こ
な
い
つ
も
り
で
す
っ
て
」
と
説
明
す
る
（
北
京
京
劇
団
集

体
改
編 

一
九
七
〇
：
八 ; 

二
六
）。

＊ 
30 

程
伯
佳
主
演
、
八
一
電
影
製
片
厰
。

＊ 
31 

初
出
は
『
花
城
』、
一
九
九
四
年
二
期
。

＊ 
32 
『
中
国
抗
日
映
画
・
ド
ラ
マ
の
世
界
』
は
、
日
中
戦
争
を
題
材
と

す
る
「
抗
日
ド
ラ
マ
」
の
娯
楽
大
作
化
が
進
む
近
年
に
お
い
て
、「
南

京
事
件
」
を
扱
う
映
画
に
描
か
れ
る
屈
辱
的
な
記
憶
が
、
中
国
の
観
客
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の
大
多
数
に
と
っ
て
受
容
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
劉
文
兵 

二

〇
一
三
：
一
八
四
―
一
八
五
）。

◉
参
考
文
献

［
日
本
語
文
献
］

晏
妮
（
二
〇
一
〇
）『
戦
時
日
中
映
画
交
渉
史
』
岩
波
書
店
。

晏
妮
（
二
〇
〇
五
）「
伝
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
か
ら
国
民
の
表
象
へ
―
―
『
木

蘭
従
軍
』
の
受
容
の
多
義
性
を
め
ぐ
っ
て
」『
映
像
学
』
七
四
、
五
―

二
九
頁
。

井
波
律
子
（
二
〇
〇
二
）『
中
国
文
学
の
愉
し
き
世
界
』
岩
波
書
店
。

井
波
律
子
（
二
〇
〇
七
）『
破
壊
の
女
神
―
―
中
国
史
の
女
た
ち
』
光
文

社
。

大
塚
秀
高
（
二
〇
一
一
）「
西
王
母
の
娘
た
ち
―
―
『
遇
仙
』
か
ら
『
陣

前
比
武
招
親
』
へ
」『
日
本
ア
ジ
ア
研
究
』
八
、
八
一
―
九
四
頁
。

大
野
陽
介
（
二
〇
〇
九
ａ
）「〝
紅
嫂
〟
作
品
の
成
立
と
そ
の
女
性
像
」『
野

草
』
八
三
、
一
〇
〇
―
一
一
六
頁
。

大
野
陽
介
（
二
〇
〇
九
ｂ
）「
模
範
劇
『
沙
家
浜
』
の
成
立
と
そ
の
劇
作

術
」『
語
学
教
育
部
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
、
四
七
―
六
一
頁
。

岡
崎
由
美
（
二
〇
〇
二
）『
漂
泊
の
ヒ
ー
ロ
ー
―
―
中
国
武
侠
小
説
へ
の

道
』
大
修
館
書
店
。

杉
山
太
郎
（
二
〇
〇
四
）『
中
国
の
芝
居
の
見
方
』
好
文
出
版
。

戴
錦
華
（
二
〇
〇
六
）『
中
国
映
画
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

―
―
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
文
化
政
治
』
宮
尾
正
樹
監
訳
・
舘
か
お
る

編
、
御
茶
の
水
書
房
。

武
田
雅
哉
（
二
〇
〇
三
）『
よ
い
こ
の
文
化
大
革
命
―
―
紅
小
兵
の
世
界
』

廣
済
堂
出
版
。

武
田
雅
哉
（
二
〇
〇
九
）「
中
国
乳
房
文
化
論
ノ
ー
ト
」『
乳
房
文
化
研
究

会　

二
〇
〇
八
年
度
講
演
録
』
五
八
―
八
〇
頁
。

谷
美
喜
子
（
二
〇
〇
四
）「『
沙
家
浜
』
の
改
編
」『
火
輪
』
一
六
、
二
一

―
四
〇
頁
。

張
小
青
（
二
〇
一
一
）「
男
装
す
る
愛
国
ヒ
ロ
イ
ン
の
演
出
『
ム
ー
ラ
ン
』

と
『
花
木
蘭
』
に
お
け
る
男
装
の
発
覚
シ
ー
ン
を
め
ぐ
っ
て
」『
論
叢

ク
ィ
ア
』
四
、
八
七
―
一
〇
八
頁
。

中
沢
信
三
（
一
九
七
三
）「
革
命
現
代
京
劇
『
沙
家
浜
』
の
改
訂
に
つ
い

て
」『
漢
学
研
究
』
一
〇
、
一
―
一
八
頁
。

菱
沼
透
（
一
九
七
五
）「
三
つ
の
『
紅
色
娘
子
軍
』
―
―
映
画
か
ら
舞
劇
・

京
劇
へ
」『
中
国
古
典
研
究
』
二
〇
、
二
〇
三
―
二
一
三
頁
。

牧
陽
一
・
松
浦
恆
雄
・
川
田
進
（
二
〇
〇
〇
）『
中
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

芸
術
』
岩
波
書
店
。

牧
陽
一
（
二
〇
〇
九
）「
不
是
鉄
、
也
不
是
花
（
鉄
で
も
な
い
し
、
花
で

も
な
い
）
―
―
文
革
か
ら
現
代
ア
ー
ト
へ
の
女
性
の
視
覚
表
象
」
韓
敏

編
『
革
命
の
実
践
と
表
象
―
―
中
国
の
社
会
変
化
と
再
構
築
』
風
響

社
、
五
三
―
七
三
頁
。

毛
沢
東
（
一
九
五
六
）『
文
芸
講
話
』
竹
内
好
訳
、
岩
波
書
店
。

山
田
真
美
（
二
〇
〇
四
）「
孕
み
の
力
―
―
『
楊
家
将
演
義
』
に
お
け
る

女
将
の
姿
」『
火
輪
』
一
五
、
一
七
―
二
六
頁
。

吉
川
龍
生
（
二
〇
一
〇
）「
孫
瑜
映
画
の
脚
―
―
脚
の
表
象
に
み
る
一
九

三
〇
年
代
の
孫
瑜
映
画
」『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
―
―
中
国
研
究
』

三
、
四
七
―
七
五
頁
。

ラ
ワ
ン
チ
ャ
イ
ク
ン
寿
子
・
堀
川
理
沙
編
（
二
〇
〇
四
）『
チ
ャ
イ
ナ
・

ド
リ
ー
ム
―
―
描
か
れ
た
憧
れ
の
中
国
―
―
広
東
・
上
海
』
福
岡
ア
ジ

ア
美
術
館
・
兵
庫
県
立
美
術
館
・
新
潟
県
立
万
代
島
美
術
館
。
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劉
文
兵
（
二
〇
〇
四
）『
映
画
の
な
か
の
上
海
―
―
表
象
と
し
て
の
都
市
・

女
性
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
。

劉
文
兵
（
二
〇
一
三
）『
中
国
抗
日
映
画
・
ド
ラ
マ
の
世
界
』
祥
伝
社
。

鷲
谷
花
（
二
〇
〇
七
）「
花
木
蘭
の
転
生
―
―
『
大
東
亜
共
栄
圏
』
を
め

ぐ
る
日
中
大
衆
文
化
の
交
錯
」
池
田
浩
士
編
『
大
東
亜
共
栄
圏
の
文
化

建
設
』
人
文
書
院
、
一
三
七
―
一
八
八
頁
。

［
外
国
語
文
献
］

于
会
泳
（
一
九
六
八
）「
譲
文
芸
舞
台
永
遠
成
為
宣
伝
毛
沢
東
思
想
的
陣

地
」『
文
匯
報
』（
五
月
二
三
日
）。

袁
慶
豊
（
二
〇
〇
七
）「
愛
你
没
商
量
：『
紅
色
娘
子
軍
』
―
―
紅
色
風
暴

中
的
愛
情
伝
奇
和
伝
統
禁
忌
」『
渤
海
大
学
学
報　

哲
学
社
会
科
学
版
』

二
〇
〇
七
年
六
期
、
五
八
―
六
四
頁
。

大
野
陽
介
（
二
〇
一
三
）「
関
於
建
国
後
農
村
劇
団
的
演
出
活
動
―
―
以

文
革
時
期
為
中
心
」
第
五
届
京
劇
学
国
際
学
術
研
討
会
『
梅
蘭
芳
与
京

劇
的
伝
播
研
討
会
論
文
集
（
下
）』
五
五
一
―
五
五
九
頁
。

賀
桂
梅
（
二
〇
一
二
）「
戦
争
、
女
性
与
国
族
叙
事
―
―
《
南
京
！
南

京
！
》
与
《
金
陵
十
三
釵
》
的
変
奏
」
神
戸
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
戦

争
と
女
性　

漂
泊
す
る
叙
事
―
―
一
九
四
〇
年
代
中
華
圏
に
お
け
る
文

化
接
触
史
』
報
告
論
文
集
、
五
八
―
七
二
頁
。

師
永
剛
・
張
凡
（
二
〇
〇
九
）『
様
板
戯
史
記
』
作
家
出
版
社
。

張
雅
心
編
（
二
〇
〇
九
）『
様
板
戯
劇
照
―
―
張
雅
心
撮
影
作
品
』
人
民

美
術
出
版
社
。

陳
吉
徳
（
二
〇
一
一
）「
電
影
『
紅
色
娘
子
軍
』
創
作
人
員
考
」『
南
京
師

範
大
学
文
学
院
学
報
』
二
〇
一
一
年
二
期
、
一
六
五
―
一
六
九
頁
。

北
京
京
劇
団
集
体
改
編
（
一
九
七
〇
）『
革
命
現
代
京
劇　

沙
家
浜
』
人

民
出
版
社
。

傅
謹
（
二
〇
〇
二
）『
新
中
国
戯
劇
史
―
―
一
九
四
九
～
二
〇
〇
〇
』
湖

南
美
術
出
版
社
。

梅
蘭
芳
口
述
、
許
姫
伝
・
許
源
来
記
録
（
一
九
八
七
）『
舞
台
生
活
四
十

年
』
中
国
戯
劇
出
版
社
。

羅
長
青
（
二
〇
一
〇
ａ
）「〝
紅
色
娘
子
軍
〟
創
作
素
材
之
史
実
考
証
」『
南

方
文
壇
』
二
〇
一
〇
年
四
期
、
六
七
―
七
二
頁
。

羅
長
青
（
二
〇
一
〇
ｂ
）「〝
紅
色
娘
子
軍
〟
的
文
芸
叙
述
史
」『
新
文
学

史
料
』
二
〇
一
〇
年
四
期
、
七
七
―
八
三
頁
。

李
松
（
二
〇
一
一
ａ
）『「
様
板
戯
」
編
年
史
・
前
篇
―
―
一
九
六
三
～
一

九
六
六
年
』
秀
威
資
訊
科
技
。

李
松
（
二
〇
一
一
ｂ
）「〝
様
板
戯
〟
観
衆
的
角
色
認
同
」『
芸
術
学
界
』

二
〇
一
一
年
一
期
、
七
〇
―
八
三
頁
。

李
松
（
二
〇
一
二
）『「
様
板
戯
」
編
年
史
・
後
篇
―
―
一
九
六
七
～
一
九

七
六
年
』
秀
威
資
訊
科
技
。

梁
信
（
一
九
七
九
）「
紅
色
娘
子
軍
」『
中
国
電
影
劇
本
選
集
（
七
）』
中

国
電
影
出
版
社
。

林
白
（
二
〇
〇
九
）『
一
個
人
的
戦
争
』
作
家
出
版
社
。

冷
芳
（
一
九
三
九
）「
伝
将
与
毛
沢
東
結
婚
的
！　

藍
蘋
的
芸
壇
旧
時

―
―
一
位
思
想
新
鋭
的
勇
敢
女
性
」『
申
報
』（
九
月
二
四
日
）。
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◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
田
村
容
子（
た
む
ら
・
よ
う
こ
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
・
准
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
七
五
年
、
愛
知
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
近
現
代
演
劇（
二
〇
世
紀
以
降
）・
中
国
お
よ
び
中

国
語
圏
。

⑤
学
歴
…
…
神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程（
中
国
文
学
）。

⑥
職
歴
…
…
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
助
手（
東
洋
演
劇
、

三
一
歳
、
二
年
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
中
国（
南
開
大
学
、
二
一
歳
、
一
年
、
留
学
生
。
中

央
戯
劇
学
院
、
二
六
歳
、
二
年
、
中
国
政
府
奨
学
金
高
級
進
修
生
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
文
献
調
査
、
テ
キ
ス
ト
分
析
の
ほ
か
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
と
し
て
、
上
演
や
稽
古
を
見
る
こ
と
、
演
劇
関
係
者
と
話
を
す
る
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
現
代
中
国
学
会
、
日
本
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
会
、
日
本

演
劇
学
会
、
日
本
中
国
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
二
〇
〇
一
年
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
、
市
場
経

済
と
向
き
合
い
変
貌
す
る
演
劇
の
現
場
を
、
官
と
民
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

の
演
劇
人
の
そ
ば
で
眺
め
た
こ
と
。
二
〇
一
二
年
、
尖
閣
諸
島
の
国
有

化
以
降
、
自
身
も
か
か
わ
っ
て
い
た
演
劇
の
訪
中
公
演
が
無
期
延
期
と

な
っ
た
こ
と
。
演
劇
の
一
回
性
や
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
外
的
環
境
と
の

関
連
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
サ
ム
・
キ
ー
ン
『
敵
の
顔
―
―
憎
悪
と
戦
争
の
心
理
学
』（
パ

ル
マ
ケ
イ
ア
叢
書
二
、
佐
藤
卓
己
・
佐
藤
八
寿
子
訳
、
柏
書
房
、
一
九
九

四
年
）。


